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１．研究内容

（１）バイオフォトンを利用した生体計測
①極微弱発光計測技術
②極微弱発光イメージング技術
③極微弱発光分光計測技術

（２）超音波と光の相互作用を利用した生体イメージ
ング

①超音波による光変調を利用した散乱媒質内蛍光断
層画像計測技術

②超音波による光増強効果を利用した散乱媒質内化
学発光断層計測技術

２．地域・産学連携の可能性

　以下の技術分野での産学連携が考えられる。
（１）極微弱な発光（単一光子レベル）の計測（フォ

トンカウンティング）、冷却CCDイメージング、
同時多波長分光技術

（２）光散乱媒質内部の可視化、光断層イメージング
技術

（３）生体およびその他各種試料の光計測（農業、医療、
工業分野）

（４）活性酸素の計測
（５）酸化ストレスの計測、イメージング

バイオフォトン、光、超音波、センシング、イメージング
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